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ロボットはどこまで正確に測定できるのかな？　ワクワクしながら実験を見守る児童たち

児 童
ロボット

最少値 最大値

長さを変える
重さ 20g ／振れ幅 40°

20cm 7.9 10.7 9.3
40cm 12.1 13.7 13.0
60cm 14.9 17.0 16.0

重さを変える
長さ 40cm ／振れ幅 40°

10g 12.2 13.7 13.0
20g 12.5 13.6 13.0
30g 12.4 13.2 13.0

振れ幅を変える
長さ 40cm ／重さ 20g

20° 11.6 14.0 13.0
４０° 12.4 14.3 13.0
60° 12.6 14.3 13.0

　振り子のおもりが１往復する時間を左右する要因はなんだろう―。
児童たちは振り子の長さや振れ幅などの条件を変えながら実験を行った。
測定データがばらつくため、「おもりの重さが関係している」と考察する児
童もいたが、ロボットによる測定によって全員が「往復時間は振り子の長
さで変わる」と確認した。

じゃあ、

いくよ！

慶大チームが支援 東京・杉並区立  浜田山小

校
長
先
生
と
ロ
ボ
ッ
ト
助
手

 

理
科
の

実
験
授
業

　ＩＴ初心者の校長先生が知能ロボットをアシスタントにして、
理科の実験授業にチャレンジ―。東京都杉並区立浜田山小
学校で1月、ロボットとセンサーを駆使した小学校5年理科の
公開授業が行われた。2020年度のプログラミング教育必修化
に向けた授業研究の一環で、慶應義塾大学理工学部のプロジ
ェクト・チームが全面支援。校長はロボットの発話や動作機能
を制御するアプリを使い、授業シナリオも作った。

教室でのロボット活用、次は子どもたちに　山口高平 教授

　囲碁や将棋など特定のタスクをこなすＡＩが注目されているが、
PRINTEPSは発話や画像処理など多様な機能を統合して、誰もがＡＩを
使えるよう開発した。今回は教師がロボットを活用したが、次は子どもたち
が使えるよう改良したい。

夢
か
な
え
る
ツ
ー
ル
、

体
感
で
き
る
授
業

　

今
回
の
授
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
の

は
、
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
の
教
育
活
用
を

目
指
す
山
口
高た

か

平ひ
ら

・
慶
大
理
工
学
部

教
授
と
研
究
室
チ
ー
ム
だ
。

　

小
学
校
で
は
20
年
度
か
ら
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
修
と
な
る
が
、

授
業
方
法
の
情
報
は
少
な
く
、
現
場

で
は
試
行
錯
誤
が
続
く
。
伊
勢
校
長

も
、「
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
ロ
ボ

ッ
ト
は
人
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
の

ツ
ー
ル
。
児
童
が
、
そ
れ
を
体
感
で

き
る
授
業
を
作
り
た
い
」
と
情
報
を

集
め
て
い
た
。

　

転
機
が
訪
れ
た
の
は
２
０
１
６

年
。「
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
Ａ
Ｉ
」
と
銘

打
ち
、
山
口
教
授
が
研
究
開
発
に
関

わ
る
学
校
を
募
集
し
て
い
る
の
を
知

り
、
連
携
を
申
し
入
れ
た
。　

　

ク
ラ
ス
ル
ー
ム
Ａ
Ｉ
の
要
は
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
自
動
生
成
す
る
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「P

プ

リ

ン

テ

プ

ス

RIN
T
EPS

」

だ
。
専
用
エ
デ
ィ
タ
に
ロ
ボ
ッ
ト
の

発
話
内
容
を
日
本
語
入
力
し
た
り
、

登
録
さ
れ
て
い
る
動
作
機
能
「
つ
か

む
」「
持
ち
上
げ
る
」
な
ど
を
選
択

し
た
り
し
て
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
作

つ
か
む
。
振
れ
幅
40
度
ま
で
持
ち
上

げ
て
放
し
、
お
も
り
が
10
往
復
す
る

時
間
を
セ
ン
サ
ー
が
測
定
す
る
。

　

児
童
た
ち
は
２
週
間
に
わ
た
り
、

お
も
り
の
往
復
時
間
を
左
右
す
る
要

因
を
突
き
と
め
よ
う
と
実
験
を
重
ね

て
き
た
。
だ
が
、
ど
う
し
て
も
デ
ー

タ
に
ば
ら
つ
き
が
出
る
。
そ
こ
で
、

伊
勢
校
長
が
考
案
し
た
の
が
ロ
ボ
ッ

ト
の
活
用
。
再
現
性
の
高
い
ロ
ボ
ッ

ト
の
出
す
デ
ー
タ
を
確
認
し
、
規
則

性
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
の
が
狙
い
だ
。

　

注
目
の
実
験
１
回
目
は
13
・
０
秒

と
出
た
。
身
を
乗
り
出
し
て
息
を
の

む
31
人
。
２
回
目
の
測
定
時
間
が
表

示
さ
れ
る
と
教
室
が
ど
よ
め
い
た
。

　
「
お
お
ぉ
ぉ
、
ロ
ボ
ッ
ト
す
っ
ご

い
～
」「
ま
た
13
・
０
秒
。
１
回
目

と
ま
っ
た
く
同
じ
だ
よ
！
」

　

自
分
た
ち
の
手
で
は
実
現
で
き
な

か
っ
た
誤
差
ゼ
ロ
の
世
界
と
、
そ
こ

か
ら
垣
間
見
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
可
能
性
は
児
童
た
ち
に
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。「
未
来
の
病

院
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
手
術
を
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
」「
一
家
に
ロ
ボ

ッ
ト
１
台
と
い
う
時
代
に
な
る
。
ゲ

ー
ム
機
と
一
緒
だ
」。
一
人
ひ
と
り

が
将
来
に
思
い
を
は
せ
た
。

授業前にシステムを入念にチェックする赤柴さん。
小学校側との打ち合わせは9回にも及んだ。

入
力
は
40
分
で
終
わ
っ
た
」
と
伊
勢

校
長
は
振
り
返
る
。

　
　
　
　
ロ
ボ
ッ
ト
で

人
に
「
ゆ
と
り
」
を

　

授
業
後
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
関

心
を
持
っ
た
と
い
う
２
人
に
感
想
を

聞
い
た
。

　

守
屋
咲
希
さ
ん
（
11
）
は
「
人
に

で
き
な
い
こ
と
、
難
し
い
こ
と
を
ロ

ボ
ッ
ト
に
や
ら
せ
た
い
」
と
話
す
。

　

授
業
で
二
つ
の
発
見
が
あ
っ
た
と

い
う
の
は
宮
﨑
友
海
さ
ん
（
11
）。

「
ロ
ボ
ッ
ト
の
正
確
な
動
作
に
人
は

か
な
わ
な
い
し
、
そ
の
知
識
量
に
も

勝
て
な
い
と
思
っ
た
。
で
も
、
Ｎ
Ａ

Ｏ
に
感
情
は
な
く
、
ひ
ら
め
き
と
発

想
力
が
な
い
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
」。

　

そ
こ
で
思
い
つ
い
た
の
は
、
人
と

ロ
ボ
ッ
ト
の
特
性
を
生
か
し
て
“
ゆ

と
り
”
を
作
る
ア
イ
デ
ア
だ
。「
例

え
ば
、
テ
ス
ト
を
採
点
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
作
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト
に

や
ら
せ
ま
す
。
そ
う
し
た
ら
、
先
生

が
子
ど
も
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
が

増
え
ま
す
よ
ね
？
」。
と
語
っ
て
く

れ
た
。

　山口教授らによるPRINTEPS授業支援は16年、慶應義塾
幼稚舎（東京都渋谷区）で始まり、現在は首都圏の3つの学校
で知能ロボット活用が進む。
　浜田山小のロボット活用授業は1月11日と27日に行われ、
児童の姿勢から授業への集中度を判断するシステムも構築し
た。WEBカメラで目と鼻などの位置をリアルタイムで検出するツ
ールを使い、前を向いている児童の割合を「赤」「黄」「緑」の3
色でディスプレイに表示。児童8班のうち6班以上が前を向い
ている状態「緑」になると、伊勢校長とNAOが授業を進めた。
センサーが教師の目となり、授業をサポートする目的で開発した。

Look!!!
rising

集中度

クラスルームAI � ClassroomAI

チャレンジ 始まったばかり　伊勢明子 校長

　プログラミング教育は、楽しさを感じながら論理的
な思考力や創造力を身につけるのが目的で、今回
の取り組みはその第一歩。子どもたちの声を聞き、
目指す方向が間違っていないと確信しました。
　少子化と技術革新が進めば、教師も丸腰のまま
では生き残れません。AIやロボットを授業で生かす
んだという、校長の本気度を先生たちに見せるとい
う狙いもあります。各教科の実践を増やせばクオリテ
ィーも変わるはず。チャレンジは始まったばかりです。

ロボット活用授業に挑戦
した伊勢校長

ロ
ボ
ッ
ト
、す
っ
ご
い
～

　

振
り
子
運
動
の
規
則
性
を
学
ぶ
小

学
校
５
年
理
科
の
ま
と
め
授
業
。
１

月
27
日
、
児
童
た
ち
は
目
の
前
で
行

わ
れ
る
実
験
に
釘
付
け
に
な
っ
て
い

た
。

　

伊
勢
明
子
校
長
の
合
図
で
人
型
ロ

ボ
ッ
ト
Ｎ
Ａ
Ｏ
が
「
じ
ゃ
あ
、
い
く

よ
」
と
実
験
開
始
を
宣
言
す
る
と
、

す
ぐ
隣
で
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
が
動
き

始
め
た
。
１
本
の
ア
ー
ム
を
滑
ら
か

に
操
り
、
糸
に
つ
る
し
た
お
も
り
を

成
。
こ
の
フ
ロ
ー
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

言
語
の
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
に
自
動
変
換

さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
初
心
者
の
教
師
で
も
知

能
ロ
ボ
ッ
ト
を
意
図
し
た
通
り
に
動

か
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

昨
年
10
月
、
研
究
室
は
４
人
の
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
結
成
。
修
士
２
年

の
赤
柴
駿
介
さ
ん
（
24
）
が
リ
ー
ダ

ー
と
な
り
、
伊
勢
校
長
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推

進
担
当
の
上
原
達
朗
教
諭
（
37
）
と

打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
た
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を
動
か
す
た
め

の
座
標
計
算
や
高
度
な
セ
ン
サ
ー
網

構
築
な
ど
は
赤
柴
さ
ん
。
学
習
計
画

と
授
業
の
台
本
作
り
、
エ
デ
ィ
タ
入

力
は
伊
勢
校
長
と
上
原
教
諭
。
授

業
前
日
ま
で
調
整
が
続
い
た
が
、

「PRIN
T
EPS

は
仕
組
み
さ
え
分
か

れ
ば
車
の
運
転
と
同
じ
。
エ
デ
ィ
タ

人型ロボット
ＮＡＯ

ロボットアーム
Jaco2

カメラ（センサー）

おもり

５年４組とロボットの測定結果  ※おもりが10往復する時間
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主
人
公
の
坂
木
龍
馬

は
、
美
少
女
フ
ィ
ギ
ュ

ア
や
漫
画
を
集
め
る
の

が
趣
味
の
オ
タ
ク
。

嫌
々
行
っ
た
ハ
ワ
イ
へ

の
家
族
旅
行
帰
り
に
、

飛
行
機
が
事
故
を
起
こ
し
、阜
多
（々
ふ
た
た
）

と
い
う
村
の
浜
辺
に
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
過
去
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
し
ま
い
、

平
成
に
戻
る
す
べ
を
知
ら
な
い
こ
と
に
気
が

太
陽
の
村

朱
川
湊
人
著
／
小
学
館

山
本
日
和
さ
ん　

�

津
和
野
３
年

衝撃のラスト 村の正体とは
つ
き
ま
す
。
人
と
関
わ
ら
ず
に
生
き
て
き
た

彼
は
、
村
人
と
一
緒
に
、
農
作
業
を
し
な
が

ら
生
活
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
漂
着
し

て
約
１
か
月
。
あ
る
は
ず
の
な
い
た
ば
こ
の

フ
ィ
ル
タ
ー
を
見
つ
け
ま
す
。
大
阪
万
博
の

時
に
作
ら
れ
た
太
陽
の
塔
も
見
つ
け
、
過
去

で
は
な
く
、
未
来
の
日
本
だ
と
結
論
を
出
し

ま
す
。
村
の
正
体
が
分
か
っ
た
と
き
、
鳥
肌

が
立
ち
ま
し
た
。
衝
撃
の
ラ
ス
ト
を
確
か
め

て
み
て
く
だ
さ
い
。

特別
賞

地　区 氏　名 学　校 書名著者／出版社
北海道 田端健浩 旭 川 実 LIFE 人間が知らない生き方 麻生羽呂、篠原かをり／文響社
東　北 岡部佑紀 弘 前 罪の声　塩田武士／講談社
秋　田 古谷涼風 秋 田 南 阪急電車　有川浩／幻冬舎
山　形 池田朱莉 酒 田 東 もし文豪たちがカップ焼きそばの作り方を書いたら 神田桂一、菊池良／宝島社
福　島 川井玲苑 郡山北工 いたいのいたいの、とんでゆけ　三秋縋／KADOKAWA
茨　城 藤可南子 茨 城 カラスの親指　道尾秀介／講談社
栃　木 谷田部慧 真 岡 焼肉のすべて～オトナのための永久保存版肉大全 田辺晋太郎／宝島社

★ 群　馬 渕本麻菜美 伊勢崎商 横浜駅SF　柞刈湯葉／KADOKAWA
埼　玉 小池健太 春 日 部 純平、考え直せ　奥田英朗／光文社
東　京 中村　歩 国 立 見てる、知ってる、考えてる　中島芭旺／サンマーク出版
東 京　小松由妃 松 原 脳男　首藤瓜於／講談社
神奈川 小菅雪月 横須賀大津 コーヒーが冷めないうちに　川口俊和／サンマーク出版
関東甲信越 橋本雪音 松山女子 三日間の幸福　三秋縋／アスキー・メディアワークス

★ 関東甲信越 丸岡　翼 佐野日大 本日は、お日柄もよく　原田マハ／徳間書店
山　梨 渡辺夏蓮 駿台甲府 スキップ　北村薫／新潮社
長　野 畠美沙希 須 坂 君を愛したひとりの僕へ　乙野四方字／早川書房
静　岡 藤井春人 浜松市立 ミッキーマウスの憂鬱　松岡圭祐／新潮社
東　海 青木勝之 東 海 哲学的な何か、あと科学とか　飲茶／二見書房
岐　阜 鵜飼千聖 岐 阜 珈琲店タレーランの事件簿　岡崎琢磨／宝島社
三　重 山本京佑 伊 勢 物語のおわり　湊かなえ／朝日新聞出版
北　陸 若林　隆 高岡工芸 天使は奇跡を希う　七月隆文／文芸春秋
福　井 下川詩乃 福 井 商 チーズはどこへ消えた?　スペンサー・ジョンソン／扶桑社
関　西 多田龍平 市立西宮 百年法　山田宗樹／KADOKAWA
関　西 堀内八衣乃 桐 蔭 マイナス・ゼロ　広瀬正／集英社
滋　賀 勝又紗姫 膳 所 暗黒女子　秋吉理香子／双葉社
京　都 辻本　匠 向 陽 変身　東野圭吾／講談社
奈　良 鍵　慶和 西大和学園 雨の日も、晴れ男　水野敬也／文芸春秋

★ 大　阪 徳永勇人 関西創価 かがみの孤城　辻村深月／ポプラ社
兵　庫 岡田耕太郎 六甲学院 もしも宮中晩餐会に招かれたら 至高のマナー学 渡辺誠／角川書店
和歌山 小林以呂羽 那 賀 永遠の出口　森絵都／集英社
中　国 山田モナミ 尾 道 北 悪童日記　アゴタ・クリストフ／早川書房
岡　山 近久　萌 岡 山 南 人生を狂わす名著50　三宅香帆／ライツ社
鳥　取 種　香夏 米子高専 夏の庭 TheFriends　湯本香樹実／新潮社

★ 島　根 山本日和 津 和 野 太陽の村　朱川湊人／小学館
四　国 大野美羽 高知中央 世にも奇妙な君物語　朝井リョウ／講談社
香　川 東　　媛 高 松 南 きらきらひかる　江國香織／新潮社

★ 徳　島 吉永和人 脇 町 i （アイ）　西加奈子／ポプラ社
九州・山口 桑本草太 玉 名 君の膵臓をたべたい　住野よる／双葉社
大　分 得丸彪太郎 別府翔青 失恋覚悟のラウンドアバウト　浅倉秋成／講談社

★ 長　崎 小嶺賢人 長崎南山 鈴木ごっこ　木下半太／幻冬舎
熊　本 木村勇大郎 玉 名 生きるぼくら　原田マハ／徳間書店
宮　崎 岩村柚希 高 鍋 夜宵　柴村仁／講談社

★ 鹿児島 積　風我 大 島 か「」く「」し「」ご「」と「　住野よる／新潮社
沖　縄 野村紳二 那 覇 西 八月の終わりは、きっと世界の終わりに似ている。 天沢夏月／KADOKAWA

【主催】活字文化推進会議　【共催】早稲田大学　【後援】ビブリオバトル普及委員会／文部
科学省／全国学校図書館協議会／全国高等学校文化連盟　【協賛】河合塾／高校生向け
サイト「みらいぶプラス」　【主管】読売新聞社

 

会
場
に
来
る
た
め
に
電
車
を

使
っ
て
来
ら
れ
た
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
電
車
に
乗
る
と
き

に
利
用
す
る
駅
の
お
話
を
紹
介

し
ま
す
。
Ｓ
Ｆ
小
説
は
難
し
そ

う
、
苦
手
、
と
い
う
方
に
ぜ
ひ
読
ん
で
ほ
し
い
お
話
で
す
。

シ
ュ
ー
ル
で
ギ
ャ
グ
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
舞
台
は
未
来
の
日
本
、
改
築
工
事
を
繰
り
返
す
横
浜
駅

が
植
物
の
よ
う
に
自
己
増
殖
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
り
、

本
州
の
99
％
を
横
浜
駅
化
し
、
人
類
も
支
配
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
エ
キ
ナ
カ
と
、
エ
キ
ソ
ト
の
二
つ
の
社
会

が
存
在
し
、
エ
キ
ナ
カ
社
会
に
は
体
内
埋
め
込
み
型
チ
ッ

プ
の「
Ｓ
ｕ
ｉ
ｋ
ａ
」が
な
い
と
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
本
の
魅
力
の
一
つ
は
設
定
で
す
。
次
は
ど
ん
な
設

定
が
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
最
後

に
目
頭
が
熱
く
な
る
よ
う
な
感
動
が
待
っ
て
い
ま
す
。
エ

　
こ
の
本
は
小
説
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
は

ス
ピ
ー
チ
の
指
南
書
で
も
あ
り
ま
す
。
友
人

横
浜
駅
Ｓ
Ｆ

柞
刈
湯
葉
著
／
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

渕
本
麻
菜
美
さ
ん�

伊
勢
崎
商
３
年

本
日
は
、

お
日
柄
も
よ
く

原
田
マ
ハ
著
／
徳
間
書
店

丸
岡
翼
さ
ん　

�

佐
野
日
大
２
年

熱く語 った  この 1 冊 　 全 国 高 校 ビ ブリオ バトル 2 0 1 7
　
高
校
生
た
ち
が
本
の
魅
力
を
紹
介
し
合
っ
て
、聴
衆
の
投
票
で
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
プ
本
を
決
め
る「
全
国
高
等
学
校
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
２
０
１
７
決

勝
大
会
」が
１
月
28
日
、東
京
都
新
宿
区
の
早
稲
田
大
学
井
深
大
記
念
ホ

ー
ル
で
開
か
れ
た
。「
横
浜
駅
Ｓ
Ｆ
」（
柞い

す

刈か
り

湯ゆ

葉ば

著
、Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
）

を
紹
介
し
た
群
馬
県
立
伊
勢
崎
商
業
高
３
年
の
渕
本
麻
菜
美
さ
ん
が
優

勝
し
た
。決
勝
大
会
に
は
地
方
予
選
で
チ
ャ
ン
プ
本
を
獲
得
し
た
44
人
が

出
場
。準
優
勝
は「
本
日
は
、お
日
柄
も
よ
く
」の
佐
野
日
本
大
学
高
２
年

の
丸
岡
翼た

す
くさ

ん
、ゲ
ス
ト
特
別
賞
は「
太
陽
の
村
」の
島
根
県
立
津
和
野
高

３
年
の
山
本
日
和
さ
ん
だ
っ
た
。

ゲストと記念撮影する決勝進出の７人

■中学生の大会　３月２８日に
　「全国中学ビブリオバトル決勝大会」が３月２８日、東京都千代田区の
上智大学ソフィアタワーで開かれます。同大学ＯＢで、「世界から猫が
消えたなら」の作家、川村元気さんがゲスト。観戦希望者はウェブサイト

（https://katsuji.yomiuri.co.jp/）、はがきでお申し込みください。
【はがき宛先】	①中学ビブリオ希望 ②郵便番号、住所 ③氏名、年齢 

④職業 ⑤電話番号を明記の上、〒１００・８０５５（住所不
要）読売新聞東京本社　活字文化推進会議事務局 へ。

【問い合わせ】	☎０３・３２１７・４３０２（平日10：00 ～ 17：00）

２１世紀活字文化プロジェクトのウェブサイトで、
大会の動画などを見ることができます。
https://katsuji.yomiuri.co.jp/

　

公
式
ル
ー
ル
で
発
表
の
時
間
は

５
分
間
と
決
ま
っ
て
お
り
、
時
間

超
過
は
で
き
な
い
。
本
だ
け
を
持

っ
て
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
た
高
校

生
バ
ト
ラ
ー
た
ち
は
、
時
間
を
目

い
っ
ぱ
い
使
っ
て
、
ネ
タ
バ
レ
し

な
い
よ
う
に
気
を
使
い
つ
つ
、
本

の
粗
筋
、
印
象
に
残
っ
た
セ
リ
フ

や
場
面
を
滑
ら
か
に
紹
介
。
読
み

進
め
な
が
ら
感
じ
た
こ
と
、
疑
問

に
思
っ
た
こ
と
も
、
身
ぶ
り
手
ぶ

り
を
交
え
な
が
ら
語
り
か
け
た
。

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ

た
タ
イ
マ
ー
の
残
り
時
間
が
ゼ
ロ

に
近
づ
い
た
瞬
間
に
語
り
終
え
る

バ
ト
ラ
ー
ば
か
り
で
、
会
場
か
ら

は
た
め
息
が
漏
れ
た
。

　

３
分
間
の
質
疑
応
答
タ
イ
ム
で

は
聴
衆
か
ら
「
そ
う
い
う
本
が
好

き
な
あ
な
た
は
将
来
、
ど
ん
な
職

業
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
か
」

「
男
子
校
の
自
分
が
読
ん
で
も
楽

し
め
ま
す
か
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な

質
問
も
相
次
ぎ
、
大
会
を
盛
り
上

げ
た
。

　

会
場
ロ
ビ
ー
で
は
、
早
稲
田
大

学
生
協
が
紹
介
本
を
販
売
、「
横

浜
駅
Ｓ
Ｆ
」「
本
日
は
、
お
日
柄

「エキナカ」の旅へようこそ怒涛の展開 感嘆する「言葉の力」

も
よ
く
」
が
売
り
切
れ
に
な
る
な

ど
、
高
校
生
の
発
表
に
刺
激
を
受

け
て
、
さ
っ
そ
く
本
を
買
い
求
め

る
聴
衆
の
姿
が
目
立
っ
た
。

　

今
大
会
は
山
形
、
長
野
、
滋

賀
、
京
都
、
兵
庫
、
鳥
取
、
島
根

の
７
府
県
で
も
地
方
予
選
が
始
ま

っ
た
。
41
か
所
で
予
選
が
行
わ

れ
、
参
加
校
は
前
回
よ
り
50
校
多

い
７
７
０
校
に
上
っ
た
。

キ
ソ
ト
に
住
む
主
人
公
ヒ
ロ

ト
は
エ
キ
ナ
カ
に
潜
入
し
て

何
を
見
た
の
か
、
そ
し
て
、

人
類
を
救
う
こ
と
が
で
き
る

の
か
。
皆
さ
ん
も
ヒ
ロ
ト
と

一
緒
に
駅
構
内
の
旅
を
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

の
披
露
宴
で
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
主
人
公
の
Ｏ
Ｌ
、
こ
と
葉
は
ス
ピ
ー
チ
ラ

イ
タ
ー
久
遠
（
く
お
ん
）
久
美
に
教
え
を
請

い
ま
す
。
久
美
か
ら
渡
さ
れ
た
メ
モ
に
書
い

て
あ
っ
た
の
は
た
っ
た
の
一
文
字
で
す
。
皆

さ
ん
、
読
ん
で
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
弔
辞
、
企
業
の
社
長
あ
い
さ
つ
、
選
挙
演

説
、
さ
ら
に
は
総
理
大
臣
と
野
党
党
首
の
党

首
討
論
な
ど
、
心
が
温
か
く
な
っ
た
り
、
思

わ
ず
ひ
ざ
を
打
っ
て
納
得
し
た
り
、
涙
を
誘

わ
れ
た
り
、
そ
ん
な
ス
ピ
ー
チ
が
た
く
さ
ん

出
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
物
語
の
後
半
は
怒

濤
（
ど
と
う
）
の
展
開
が
待
っ
て
い
ま
す
。

人
間
が
持
っ
て
い
る
豊
か
な
感
性
を
改
め
て

感
じ
、
言
葉
の
力
に
感
嘆
し
ま
す
。

優勝のあいさつをする渕本さん

　質疑応答でゲストの哲夫さんから東京の印

象を尋ねられ、「日本はすごいことになってい

ると思いました」と答え、会場をどっと沸かせ

た。１年生の時に全国大会の映像を見て「自分

も出てみたい」と念じ続けてきた晴れ舞台、「全

国の本好きの仲間からたくさんの刺激をもらっ

て、貴重な経験になりました」。表彰式では、あ

ふれる涙をしきりにぬぐった。

　聴衆からは閉会後、面白そうな本を紹

介してくれてありがとうなどと声を掛け

られた。大会の魅力について「本のこと

を知り尽くした人たちが、大勢いるとい

う雰囲気がたまらない」。予選で一緒だっ

たバトラーからは、敬遠していたイヤミス

（嫌な気分になるミステリー）の面白さ

を教わり、「食わず嫌いだった」ことにも

気づかされた。多いときは月に２０冊読み、

学校の司書教諭と本について話すのが

大好き。「ビブリオバトルは見るだけで、

ますます本が好きになるはずです」

　高校で放送部に所属する渕本さんは、

駅の構内アナウンスを思わせる美しい発

声で作品の魅力を訴えた。ゲストの哲夫さ

んからは「『白線の内側にお下がりください』

と言って」とリクエストが飛び出した。昨年

も全国大会に出場したが、予選で涙をのん

だ。表彰式では「本好きの人がおもしろい

本に出会えますように」と聴衆に感謝の気

持ちを伝えた。「出場者とＳＮＳでつながり、

お薦め本を紹介し合っている。本の話題で

盛り上がれる友達ができたのがうれしい」

とビブリオバトルの魅力を語った。

優
勝

準優
勝

片
山
善
博
さ
ん 

活
字
文
化
推
進
会
議
委
員

　

決
勝
に
出
た
７
人
は
、
大
切
な

こ
と
を
的
確
に
伝
え
る
能
力
、
豊

富
な
語
彙
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

聴
衆
の
質
問
の
意
図
を
き
ち
ん
と

理
解
し
、
答
え
て
い
た
こ
と
に
も

感
心
し
ま
し
た
。
日
頃
「
本
を
読

む
と
、
ど
ん
な
い
い
こ
と
が
あ
る

ん
で
す
か
」
と
聞
か
れ
ま
す
。
会

場
の
皆
さ
ん
は
、
そ
の
答
え
を
目

の
当
た
り
に
し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

川
上
未
映
子
さ
ん　
作
家

　

人
は
孤
独
な
生
き
物
で
す
。
で

も
、
今
日
の
よ
う
に
人
々
が
集
ま

っ
て
、
物
語
の
言
葉
や
作
品
へ
の

思
い
入
れ
を
共
有
す
る
と
、
ひ
と

り
で
は
な
い
と
信
じ
ら
れ
る
瞬
間

が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
瞬
間
を
重

ね
な
が
ら
、
私
た
ち
は
生
き
て
い

く
。
皆
さ
ん
の
熱
意
に
触
れ
て
、

一
生
懸
命
、
物
語
を
書
い
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。

哲
夫
さ
ん　
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
笑
い
飯
」

　

本
日
は
、
お
日
柄
も
よ
く
。
今

日
は
大
接
戦
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

大
阪
に
戻
り
ま
す
が
、
横
浜
駅
が

気
に
な
っ
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
紹
介
さ
れ
た
本
、
全
部

買
っ
て
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

豊
富
な
語
彙  
熱
意
に
触
れ
た
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もっと知ろう
わたしたちの 

海
水圧測定器を水槽に沈め、水圧について学ぶ王子桜中の生徒たち

学
校
現
場
で
海
洋
に
関
す
る
教
育
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
る
。

文
科
省
と
東
京
都
北
区
の
指
定
を
受
け
て
２
０
１
５
年
度
か
ら

「
海
洋
教
育
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
北
区
の
小
中
学
校
３
校
の

研
究
発
表
会
が
１
月
26
日
、北
区
立
王
子
桜
中
学
校
で
開
か
れ
た
。

同
校
と
東
十
条
小
学
校
、滝
野
川
小
学
校
が
公
開
授
業
を
行
っ
た
ほ
か
、

３
年
間
の
海
洋
教
育
の
成
果
や
課
題
を
報
告
し
た
。

水
が
酸
性
だ
か
ら
酸
性
だ
と
思

う
」。
根
拠
を
示
し
な
が
ら
、
自

ら
の
予
想
を
発
表
す
る
児
童
た

ち
。
そ
の
後
、
用
意
さ
れ
た
海
水

の
性
質
を
Ｂ
Ｔ
Ｂ
溶
液
で
調
べ
、

弱
ア
ル
カ
リ
性
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
と
、
児
童
た
ち
の
目
は
輝
き

を
増
し
た
。
授
業
の
最
終
目
標

は
、
海
水
が
徐
々
に
酸
性
化
し
て

い
る
こ
と
に
よ
る
問
題
点
を
理
解

し
、
海
を
守
る
取
り
組
み
を
考

え
、
実
践
す
る
態
度
を
養
う
こ
と

だ
。
児
童
か
ら
の
提
案
も
授
業
に

取
り
入
れ
た
と
い
う
。

　

３
校
は
新
た
な
教
科
と
し
て

「
海
育
科
」
や
「
海
科
」
を
設
け
、

理
科
や
社
会
科
、
家
庭
科
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
な
ど
を
分
野
横

断
的
に
活
用
し
、
海
洋
教
育
を
行

っ
て
き
た
。
海
に
面
し
て
い
な
い

地
域
で
の
海
洋
教
育
の
前
例
が
乏

し
い
中
、
手
探
り
で
教
材
を
開
発

す
る
な
ど
、
工
夫
を
重
ね
た
。

ゴーグルを着用し海水をＢＴＢ溶液で調べる東十条小の児童たち

深
ま
る
海
へ
の
理
解

　

研
究
発
表
会
で
は
、
海
洋
教
育

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
昨
年
５

月
と
11
月
に
実
施
し
た
結
果
、
３

校
す
べ
て
で
子
ど
も
た
ち
の
海
へ

の
理
解
や
関
心
が
深
ま
っ
て
い
た

こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。
王
子
桜
中

の
富
張
雄
彦
校
長
は
「
日
本
は
海

に
囲
ま
れ
、
豊
か
な
海
の
恩
恵
を

受
け
て
き
た
一
方
、
近
年
は
人
間

が
海
洋
に
与
え
る
影
響
も
大
き
く

な
っ
て
き
た
。
今
後
も
継
続
し
て

『
海
育
科
』
を
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

次
期
学
習
指
導
要
領
の
改
定
を

受
け
、
今
春
に
ま
と
ま
る
第
３
期

海
洋
基
本
計
画
で
は
、
海
洋
教
育

の
充
実
が
盛
り
込
ま
れ
る
見
通
し

と
な
っ
て
い
る
。
３
校
の
取
り
組

み
は
、
内
陸
の
学
校
で
の
海
洋
教

育
の
先
進
事
例
と
し
て
も
注
目
を

集
め
そ
う
だ
。

東京・北区の
３校で
研究発表会

　

こ
の
ほ
か
、
北
区
と
包
括
協
定

を
結
び
、
日
本
財
団
の
助
成
の
も

と
海
洋
教
育
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
お
茶
の
水
女
子
大
学
サ
イ
エ
ン
ス

＆
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ

Ｅ
Ｃ
）
の
吉
村
和
也
特
任
准
教
授

が
、
ウ
ニ
の
形
と
生
態
の
関
係
や
謎

を
題
材
に
講
演
し
た
。

水
圧
と
水
深
の

関
係
調
べ
る
実
験

　

王
子
桜
中
の
田
中
哲
郎
教
諭
が

１
年
生
を
対
象
に
行
っ
た
理
科
分

野
の
公
開
授
業
「
深
海
に
は
た
ら

く
力
」
で
は
、
水
圧
と
水
深
の
関

係
を
調
べ
る
実
験
に
取
り
組
ん

だ
。
水
圧
測
定
器
を
少
し
ず
つ
水

槽
に
沈
め
、
異
な
る
深
さ
の
水
圧

を
測
る
。
実
験
結
果
か
ら
、
生

徒
た
ち
は
水
深
が
深
く
な
る
ほ
ど

水
圧
が
大
き
く
な
る
こ
と
を
学
ん

だ
。
ま
た
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
装
置
を
使

っ
て
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
カ
ッ

プ
に
水
深
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の

水
圧
を
か
け
る
実
験
を
田
中
教
諭

が
披
露
し
、
生
徒
た
ち
は
容
器
が

小
さ
く
し
ぼ
ん
で
い
く
様
子
を
、

身
を
乗
り
出
し
て
観
察
し
た
。

海
水
は
中
性
、酸
性
？

　

東
十
条
小
の
中
島
正ま

さ

皓ひ
ろ

主
任
教

諭
に
よ
る
公
開
授
業
「
海
と
生
き

る
」
も
、
教
育
関
係
者
の
注
目
を

集
め
た
。
中
島
教
諭
の
「
海
水
っ

て
何
性
な
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
問

い
か
け
に
、
６
年
生
の
児
童
は
以

前
の
授
業
で
学
ん
だ
水
の
性
質
の

知
識
を
総
動
員
し
て
、
海
水
の
性

質
を
予
想
し
た
。「
塩
が
混
じ
っ

て
い
る
か
ら
中
性
だ
け
ど
、
雨

学びを記録する東十条小の「海育科ノート」

講演する吉村和也さん

リポート
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だ
。
こ
の
日
は
、
詩
を
一
人
ず
つ

朗
読
。
服
を
裏
表
逆
に
着
た
ま
ま

１
日
を
過
ご
し
た
、
友
達
と
言
い

合
い
に
な
っ
て
傷
つ
け
て
し
ま
っ

た
な
ど
、
様
々
な
「
失
敗
」
に
ま

つ
わ
る
詩
が
披
露
さ
れ
た
。

　

一
人
の
朗
読
が
終
わ
る
た
び
、

平
田
さ
ん
は
「
こ
の
題
名
に
し
た

の
は
な
ぜ
？
」
と
詩
の
意
図
を
聞

い
た
り
、「
少
し
大
げ
さ
な
ぐ
ら

い
の
言
葉
の
使
い
方
が
い
い
で
す

ね
」
と
講
評
し
た
り
し
た
。
児
童

か
ら
も
「
恥
ず
か
し
い
っ
て
言
葉

は
他
に
言
い
換
え
ら
れ
ま
す
か
」

と
質
問
が
出
る
な
ど
、
和
や
か
に

授
業
が
進
ん
だ
。

　「
自
分
の
傍
ら
に
詩
を
置
い
て
」

　

平
田
さ
ん
は
最
後
に
、「
閉
校

は
寂
し
い
で
す
が
、
楽
し
い
時
だ

け
で
な
く
、
寂
し
い
時
、
残
念
な

時
も
詩
は
生
ま
れ
ま
す
。
自
分
の 児童と詩について話し合う平田さん（奥）

平田さんが授業で使った
児童の詩が書かれた原稿用紙

気
持
ち
を
考
え
た
り
、
正
直
に
書

い
た
り
す
る
こ
と
は
皆
さ
ん
を
成

長
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
の
傍
ら
に
詩
を
置
い
て

く
だ
さ
い
ね
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

授
業
の
後
、
６
年
生
の
天
宮
楓か

琳り
ん

さ
ん
は
「
平
田
さ
ん
が
い
つ
も

私
た
ち
の
詩
を
丁
寧
に
読
ん
で
く

れ
て
い
る
と
分
か
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
自
分
の
気
持
ち
を
詩
に
し
て

い
き
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
た
。

選
者
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
は
宝
物

　

特
別
授
業
は
、
保
護
者
や
同
小

に
な
じ
み
の
深
い
人
た
ち
約
30
人

も
見
学
し
た
。
２
０
０
７
年
に
詩

の
投
稿
を
始
め
た
元
教
諭
の
加
藤

勇
さ
ん
も
そ
の
一
人
。「
選
者
の

平
田
さ
ん
か
ら
直
接
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
と
い
う
経
験
は
宝
物
に

な
る
」
と
喜
ん
だ
。

　

加
藤
さ
ん
が
14
年
に
退
職
し
た

後
も
、
後
任
の
教
諭
が
投
稿
を
続

け
て
き
た
。
児
童
は
現
在
、
月
１

回
、
朝
学
習
の
10
分
間
を
使
い
創

作
を
し
て
い
る
。
投
稿
を
取
り
ま

と
め
て
い
る
教
務
主
任
の
田
島
智と

も

有あ

貴き

さ
ん
は
「
面
白
い
こ
と
が
あ

る
と
『
今
度
、
詩
に
書
き
た
い
』

と
声
が
上
が
っ
た
り
、
日
頃
か
ら

ど
ん
な
詩
を
書
く
か
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
た
り
、
詩
が
子
ど
も
た
ち
の

生
活
に
な
じ
ん
で
い
る
」
と
話
す
。

掲
載
は
２
７
０
点
以
上

　

同
小
は
２
０
０
７
年
か
ら
「
こ

ど
も
の
詩
」
へ
の
投
稿
を
始
め

た
。
同
小
の
児
童
の
作
品
は
こ
れ

ま
で
に
２
７
０
点
以
上
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
閉
校
を
前
に
、
詩
の
創

作
に
取
り
組
ん
で
き
た
児
童
へ
詩

閉
校
間
近
の
小
学
校
で

「
こ
ど
も
の
詩
」
特
別
授
業  

平
田
俊
子
さ
ん

　「こどもの詩」コーナーに10年以上にわ
たって詩を投稿してきた埼玉県川島町の
町立小

お
見
み
野
の
小学校が、児童数の減少など

で３月末に閉校となる。学校全体で詩作
に取り組んできた同小で、選者を務める
平田俊子さんが2月15日、詩の魅力を伝
える特別授業を行った。（野倉早奈恵）

の
魅
力
や
楽
し
さ
を
改
め
て
伝
え

た
い
と
、
平
田
さ
ん
が
同
小
を
訪

れ
た
。

　

授
業
に
は
５
、６
年
生
計
32
人

が
参
加
。
緊
張
し
た
面
持
ち
の
児

童
に
平
田
さ
ん
が
「
小
見
野
小
の

皆
さ
ん
の
詩
は
よ
く
観
察
し
、

色
々
な
こ
と
を
感
じ
て
い
る
と
分

か
り
ま
す
。
ど
の
詩
も
生
き
生
き

し
て
い
て
、
い
つ
も
楽
し
み
に
読

ん
で
い
ま
す
」
と
語
り
か
け
た
。

「
失
敗
」テ
ー
マ
に
創
作

　

平
田
さ
ん
は
授
業
に
先
立
ち
、

「
失
敗
」
と
い
う
お
題
で
詩
を
つ

く
る
よ
う
伝
え
て
い
た
。「
失
敗

し
た
時
、
私
た
ち
は
焦
っ
た
り
、

悩
ん
だ
り
、
後
悔
し
た
り
し
て
心

が
ざ
わ
ざ
わ
し
ま
す
。
そ
の
ざ
わ

ざ
わ
す
る
気
持
ち
を
詩
に
す
る
と

生
き
生
き
し
た
作
品
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
狙
い

を
話
す
。

　

児
童
は
そ
れ
ぞ
れ
お
題
に
沿
っ

た
詩
を
つ
く
り
、
平
田
さ
ん
も
事

前
に
目
を
通
し
て
授
業
に
臨
ん

10
年
以
上
投
稿
の
埼
玉
・
川
島
町
立
小
見
野
小

リポート
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自
分
で
考
え
る
こ
と
が
大
切

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
池
上
さ
ん

は
、「
小
学
生
の
時
に
読
ん
だ
一

冊
の
本
が
人
生
を
決
め
た
」
と
説

明
。
地
方
で
働
く
新
聞
記
者
の
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
で
、
こ
れ
が
き
っ
か

け
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
記
者
に
な
っ
た
と

い
う
。
子
ど
も
の
と
き
の
読
書
体

験
が
い
か
に
重
要
か
を
物
語
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
だ
が
、「
だ
か
ら
と
い

っ
て
親
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
は

子
ど
も
は
読
ま
な
い
で
す
よ
ね
」

と
場
内
を
笑
わ
せ
た
。

　
「
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
」

　
「
別
冊
Ｎ
Ｈ
Ｋ
１
０
０
分
ｄ
ｅ
名
著 

読
書
の
学
校 

池
上
彰 

特

別
授
業
『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』」
の
刊
行
を
記
念
し
た
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
が
２
月
２
日
、
横
浜
市
青
葉
区
の
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
テ

ラ
ス
で
開
か
れ
た
。
約
２
０
０
人
の
聴
衆
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

池
上
彰
さ
ん
の
話
に
聴
き
入
っ
た
。
こ
の
本
は
、
今
ブ
ー
ム
に
な

っ
て
い
る
「
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
」（
吉
野
源
三
郎
著
）
に

つ
い
て
昨
年
７
月
、
池
上
さ
ん
が
東
京
の
私
立
武
蔵
高
等
学
校
中

学
校
で
行
っ
た
特
別
授
業
を
基
に
書
き
下
ろ
し
た
。

　

日
本
生
命
保
険
社
員
に
よ
る

出
前
授
業
が
１
月
30
日
、
東
京

都
の
江
戸
川
区
立
清
新
第
一
中

学
校
で
行
わ
れ
た
。
金
融
法

人
契
約
部
の
谷
山
健
太
さ
ん

（
26
）
が
「
将
来
に
つ
い
て
考

え
よ
う
」
と
題
し
て
、
２
年
生

約
１
８
０
人
に
お
金
や
働
く
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
話
を
し
た
。

　
「
毎
月
の
生
活
に
ど
の
く
ら

い
お
金
が
か
か
る
か
知
っ
て
い

ま
す
か
」
と
問
い
か
け
な
が
ら
、

配
布
し
た
シ
ー
ト
に
世
帯
主
が

40
歳
代
の
平
均
的
な
家
庭
の
食

費
な
ど
を
推
測
し
て
書
き
込
ま

せ
た
。
生
活
費
の
総
計
が
月
額

32
万
円
余
と
い
う
デ
ー
タ
に
生

谷山さん（左奥）の質問に手を上げて答える生徒たち

お金と仕事について考える

池上彰さんが語る「君たちはどう生きるか」

×
日
本
生
命
保
険

東
京
・
江
戸
川
区
立
清
新
第一中徒

か
ら
「
へ
え
」
と
声
が
上
が

っ
た
。
人
生
１
０
０
年
時
代
と

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
現
在
働

く
人
の
９
割
近
く
が
会
社
員
や

公
務
員
で
あ
る
こ
と
、
保
険
と

預
貯
金
の
違
い
な
ど
、
ク
イ
ズ

を
交
え
て
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
や

資
金
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
く
。
35
歳
の
自
分
が
ど
う
な

っ
て
い
る
か
を
各
自
で
想
像
し

て
書
き
と
め
た
。

　

授
業
の
最
後
に
谷
山
さ
ん
は

「
こ
れ
か
ら
仕
事
も
働
き
方
も

変
化
す
る
は
ず
。
今
、
皆
さ
ん

が
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
、
幅
広
く
学
ん
で
い
く

こ
と
が
将
来
の
可
能
性
を
広
げ

上
さ
ん
の
話
を
聴
い
て
、
本
は
読

解
力
や
論
理
力
を
養
う
た
め
に
難

し
い
と
思
う
も
の
で
も
読
む
こ
と

の
必
要
性
を
感
じ
た
」
と
話
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
世
界
の
名
著
を

１
０
０
分
（
25
分
×
４
回
）
で
分

か
り
や
す
く
解
説
す
る
「
１
０
０

分
ｄ
ｅ
名
著
」
を
Ｅ
テ
レ
で
放
送

し
て
い
る
。
さ
ら
に
中
学
・
高
校

生
に
名
著
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と

著
名
人
が
本
を
選
定
し
、
学
校
で

特
別
授
業
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

内
容
を
別
冊
と
し
て
販
売
し
て
い

ま
す
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

授
業
を
受
け
た
女
子
生
徒

（
14
）
は
「
生
活
に
意
外
に
お
金

が
か
か
る
こ
と
に
驚
い
た
。
両
親

に
感
謝
し
た
い
と
思
っ
た
」
と
話

し
て
い
た
。

る
。
特
別
授
業
編
は
、
池
上
さ

ん
の
ほ
か
、
筑
波
大
附
属
中
学
校

で
作
家
・
ド
イ
ツ
文
学
者
の
中
野

京
子
さ
ん
が
行
っ
た
「
シ
ン
デ
レ

ラ
」、
明
治
大
学
教
授
の
齋
藤
孝

さ
ん
が
行
っ
た
「
銀
の
匙
」
の
計

３
編
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

は
、
主
人
公
の
コ
ペ
ル
君
に
向
け

て
叔
父
さ
ん
が
考
え
を
ノ
ー
ト
に

つ
づ
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
。「
子

ど
も
と
そ
の
親
と
い
う
直
接
の
関

係
で
は
な
く
、
叔
父
さ
ん
と
い
う

い
わ
ば
ナ
ナ
メ
の
関
係
を
と
っ
て

い
る
こ
と
が
大
切
」
と
池
上
さ

ん
。
こ
の
本
を
池
上
さ
ん
は
小
学

生
の
時
に
父
親
か
ら
「
読
ん
で
み

な
さ
い
」
と
与
え
ら
れ
、
仕
方
な

し
に
読
ん
だ
が
、
読
ん
で
み
る
と

引
き
込
ま
れ
た
と
い
う
。「
こ
の

本
に
ど
う
生
き
る
か
の
答
え
は
書

い
て
な
い
。
自
分
で
問
い
を
立
て

て
自
分
で
考
え
る
こ
と
が
大
切
」

別冊NHK100分de名著 
読書の学校
池上彰 特別授業
 『君たちはどう生きるか』

（池上彰著／ NHK出版）

この書籍を3人にプレゼントします。
締め切り 3月15日（木）応募者多
数の場合は抽選。結果は発送をもっ
て代えさせていただきます。

と
締
め
く
く
っ
た
。

難
し
い
も
の
で
も

読
む
こ
と
が
大
事

青
葉
区
内
に
住
む
高
校

１
年
生
・
古
森
廉
君

（
16
）
は
「
図
書
館
に

行
っ
て
明
治
時
代
の
名

著
を
借
り
た
り
し
て
い

る
が
、
内
容
が
難
し
い

と
思
っ
た
。
き
ょ
う
池

プレゼント

https://form.qooker.jp/Q/auto/ja/present2/book2/
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読
売
新
聞
社
の
写
真
出
前
授
業
「
見
る
・
撮
る
・
伝
え
る
」（
協
力
・
キ
ヤ
ノ
ン
）
に

参
加
し
た
児
童
・
生
徒
の
作
品
展
を
、
３
月
20
日
（
火
）
か
ら

東
京
・
大
手
町
の
読
売
新
聞
東
京
本
社
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

展
示
す
る
の
は
２
０
１
７
年
度
に
参
加
し
た
小
中
学
校
19
校
の
児
童
・
生
徒
の
作
品
で
、

プ
リ
ン
ト
で
展
示
す
る
作
品
と
学
校
ご
と
に
ス
ラ
イ
ド
で
上
映
す
る
作
品
が
あ
り
ま
す
。

出
前
授
業
の
た
め
に
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
貸
与
し
て
く
れ
て
い
る
キ
ヤ
ノ
ン
主
催
の

「
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
ズ
」
の
作
品
も
一
部
展
示
し
ま
す
。

写 真 展 「こどもの目線」 入 場 無 料

Ａ 新宿区立愛日小学校／埼玉県鳩山町立鳩山小学校／つくば市立豊里学園今鹿島小学校／都立大塚ろう学校城東分教室
Ｂ 横浜市立帷子小学校／練馬区立春日小学校／中野区立桃園小学校
Ｃ 足立区立入谷中学校／蕨市立西公民館／国分寺市立第五小学校
Ｄ 大田区立雪谷中学校／神奈川県立平塚ろう学校／東大和市立第十小学校
Ｅ 川崎市立聾学校／横浜市立八景小学校／中野区立江古田小学校
Ｆ 川崎市立宮内中学校／都立大塚ろう学校／杉並区立高井戸小学校

■ スケジュール
※斜線日時のスライド上映・スタジオ
体験はありません（展示のみ）

20
火

21
水・祝

22
木

23
金

24
土

25
日

26
月

27
火

28
水

スライド上映
10：00～14：00 A C E D B F 全作品

14:00
まで14：00～18：00 B D F C A E

スタジオ体験 10：00～18：00 ● ● ●

スタジオ体験「家族を撮ろう」
　期間中の3日間、撮影イベント「家族を撮ろう」も行
います。ギャラリー奥のスタジオで、おうちの方などを子
どもたちが撮影するイベントで、写真出前授業を行って
いる読売教育ネットワーク事務局の横山聡講師が撮りかたをアドバ
イスします。希望者は、ギャラリーで係員にお申し付けください。

四角いファインダーから世界を切り取る子どもたち（東京・中野区立江古田小で）

昨年度のようす

3／20TUE
─ 28WED

読売新聞東京本社 3 階ギャラリー
〒100-8055 東京都千代田区大手町 1-7-1 （大手町駅 C3 出口直結）

見 て、  撮 っ て、 気 持 ち 伝 え て

リポート
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この書籍を3人にプレゼントし
ます。締め切り 3月15日（木）
応募者多数の場合は抽選。結
果は発送をもって代えさせてい
ただきます。

読響フレンドシップ・コンサート 実施校募集

2017年度のコンサートの様子

メルケルと右傾化するドイツ
（三好範英著／光文社新書） 840円＋税

丹
念
な
取
材
と
膨
大
な
資
料 

女
性
宰
相
の
実
像
に
迫
る　

　

２
０
０
５
年
以
来
、
ド
イ
ツ
を
率
い
る

メ
ル
ケ
ル
首
相
。
地
味
な
言
動
も
あ
っ
て

日
本
で
は
そ
の
実
像
が
つ
か
み
に
く
い
リ

ー
ダ
ー
の
一
人
で
し
ょ
う
。
本
書
は
、
ベ

ル
リ
ン
特
派
員
を
３
度
、
10
年
近
く
に
わ

た
っ
て
務
め
た
読
売
新
聞
の
ベ
テ
ラ
ン
記

者
が
、
ド
イ
ツ
に
関
す
る
冷
徹
な
分
析
に

基
づ
き
女
性
宰
相
の
実
像
を
描
き
出
し
た

も
の
で
す
。

　
　

３
１
６
ペ
ー
ジ
の
本
は
、
63
歳
の
メ

ル
ケ
ル
首
相
の
経
歴
を
「
幼
少
、
少
女
時

代
」
か
ら
、
直
近
の
「
第
３
次
、
４
次
政

権
」
ま
で
七
つ
の
時
期
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
を
独
立
し
た
章
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

丹
念
な
取
材
と
膨
大
な
資
料
に
基
づ
き
、

牧
師
の
娘
が
倫
理
を
重
視
す
る
政
治
家
に

育
ち
、
多
く
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
一
方

で
、
現
実
の
壁
に
も
突
き
当
た
る
様
を
描

き
出
し
て
い
ま
す
。

　

首
相
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
直
後
に

原
子
力
推
進
か
ら
脱
原
発
へ
と
劇
的
に
政

策
転
換
し
た
り
、
中
東
か
ら
の
難
民
受
け

入
れ
を
宣
言
し
た
り
し
た
こ
と
で
注
目
を

浴
び
ま
し
た
。「
英
断
」
と
す
る
評
価
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
著
者
は
、
こ
う
し
た

施
策
が
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
現

実
を
指
摘
し
た
上
で
、「
脱
原
発
と
い
う

メ
ル
ケ
ル
の
決
断
は
、
理
想
主
義
が
先
行

し
、
結
果
を
十
分
見
通
し
て
い
な
い
と
い

う
意
味
で
、（
略
）
寛
容
な
難
民
受
け
入

れ
決
断
と
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
う

し
た
決
断
を
ド
イ
ツ
人
の
理
想
主
義
的
な

傾
向
が
支
え
て
い
る
」
と
喝
破
し
て
い
ま

す
。

臨
場
感
あ
る
描
写

　

硬
派
な
記
述
に
交
じ
っ
て
、
筆
者
が
取

材
し
た
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
随
所
に
織
り

込
ま
れ
、
文
章
に
彩
り
を
添
え
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
外
国
メ
デ
ィ
ア
の
独
自

取
材
に
は
ほ
ぼ
応
じ
な
い
メ
ル
ケ
ル
首
相

が
２
０
０
９
年
、
地
球
温
暖
化
の
国
際
会

議
を
前
に
筆
者
を
含
む
11
人
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
を
首
相
府
内
で
の
「
記
者
懇
談
」

に
招
い
た
場
面
が
あ
り
ま
す
。「（
懇
談
会

場
の
）
会
議
室
に
上
が
る
と
眼
下
に
テ
ィ

ア
ガ
ル
テ
ン
の
森
、
そ
の
先
に
富
士
山
の

よ
う
な
屋
根
を
し
た
ソ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー
の

ビ
ル
が
よ
く
望
め
た
」
と
い
っ
た
さ
り
げ

な
い
描
写
が
、
研
究
書
に
は
な
い
臨
場
感

を
与
え
て
い
ま
す
。

　

メ
ル
ケ
ル
流
の
人
道
主
義
路
線
へ
の
抵

抗
が
、
右
派
政
党
「
ド
イ
ツ
の
た
め
の
別

の
選
択
」
台
頭
な
ど
ド
イ
ツ
の
右
傾
化
に

道
を
開
い
た
と
い
う
の
が
本
書
の
見
立
て

で
す
。
と
か
く
現
実
離
れ
し
た
規
範
と
し

て
語
ら
れ
が
ち
な
ド
イ
ツ
の
実
相
を
生
徒

や
若
者
に
伝
え
る
の
に
、
そ
し
て
、
今
後
、

大
き
く
変
貌
す
る
で
あ
ろ
う
ド
イ
ツ
と
欧

州
を
理
解
す
る
の
に
有
益
な
１
冊
と
な
る

で
し
ょ
う
。

メ
ル
ケ
ル
首
相
と
は
誰
な
の
か
？

 

冷
徹
な
ド
イ
ツ
観
で
功
罪
を
検
証

BOOK
review

プレゼント

【募集地域】　東京、神奈川、千葉、埼玉の小・中学校
【募  集  数】　8 校程度
【実施期間】　2018 年 6月～ 19 年 3月
【申し込み】　はがきに学校名、担当者名、電話番号、 開催希望日を明

記の上、下記まで郵送ください。
〒101-0054 東京都千代田区神田錦町 3 の 20 錦町トラッドスクエア6 階
読売日本交響楽団　教育支援担当

【締め切り】4月20日（消印有効） 　【問い合わせ】☎ 03・5283・5215

　小中学生にクラシック音楽の楽しさを伝える「読響フレンドシップ・コンサー
ト」の 2018 年度実施校を募集します。読響 OB 楽団員らによる室内合奏団を
小・中学校に派遣し、1 時間程度、解説付きで演奏します。希望校多数の場
合は抽選。学校側の費用負担はありません。

https://form.qooker.jp/Q/auto/ja/present/book1/
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海
外
で
学
ぶ 

・ 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
大
学
「
女
性
と
し
て
の
可
能
性
を
尊
重
す
る
学
び
」

渋
谷
教
育
学
園
幕
張
高
校（
千
葉
県
）卒
、
ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
大
学（
米
国
）１
年（
執
筆
時
）　

林は
や
し 

香か

織お
り 

さ
ん

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/0004224795でお読みいただけます。

38

ウェルズリー大学

米マサチューセッツ州ウェルズリーに本部を置く、
私立女子大学。卒業生に米国初の女性国務長官マ
デレーン・オルブライト氏やヒラリー・クリント
ン元米国務長官。

を
目
撃
し
て
き
た
。
自
分
も
女
性
に

つ
い
て
は
進
歩
的
な
見
方
を
し
て
い

た
、
と
思
っ
て
い
た
が
、
２
０
１
６

年
秋
に
学
生
生
活
が
始
ま
っ
た
際

に
、
女
性
の
力
を
強
く
、
つ
よ
く
強

調
す
る
ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
に
は
、
度
肝

を
抜
か
れ
た
。

　

私
が
学
び
た
い
こ
と
を
学
び
、
共

同
体
の
中
で
指
導
力
を
発
揮
す
る
こ

と
を
学
ぶ
快
適
さ
を
認
識
し
て
初
め

て
、
男
女
共
学
の
環
境
で
い
か
に
私

が
少
な
か
ら
ず
居
心
地
の
悪
さ
を
感

じ
て
い
た
か
が
わ
か
っ
た
。「
男
子

よ
り
頭
の
切
れ
る
女
子
」
で
あ
る
こ

と
、
女
子
に
し
て
は
活
動
的
か
つ
力

　

人
工
的
な
化
学
薬
品
臭
の
立
ち
こ

め
る
研
究
室
か
ら
抜
け
出
し
、
湖
に

向
か
い
、
新
鮮
な
空
気
、
そ
よ
風
に

揺
れ
て
さ
ざ
め
く
葉
っ
ぱ
の
音
を
楽

し
む
。
日
本
に
い
た
ら
、
ど
ち
ら
も

経
験
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
、
と
思

う
。

　

日
本
の
共
学
高
校
に
通
っ
て
い

て
、
卒
業
の
１
年
半
前
ま
で
は
ア
メ

リ
カ
の
大
学
へ
の
進
学
は
選
択
肢
に

な
か
っ
た
。
し
か
も
女
子
大
進
学
な

ん
て
、
頭
に
も
浮
か
ば
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
ど
う
い
う
わ
け
か
今
、
私

は
、
ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
大
学
に
籍
を
置

い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
美
し
い
環

境
の
中
で
こ
う
あ
り
た
い
と
思
う
自

分
で
い
ら
れ
る
。

　

日
本
で
は
、
女
子
大
へ
の
進
学
自

体
、
否
定
的
な
印
象
を
持
た
れ
る
こ

と
が
多
い
。
し
か
し
、
私
で
さ
え
も

想
像
し
な
か
っ
た
大
き
な
衝
撃
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
世
界
に
変
化
を
も

た
ら
す
主
な
影
響
力
に
女
性
が
な
れ

る
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
な
の
だ
。
女
子
が
指
導

す
る
学
生
組
織
、
女
子
ば
か
り
の

物
理
、
数
学
の
授
業
、
企
業
や
政
党

の
指
導
者
と
し
て
活
躍
す
る
卒
業
生

Wellesley
College

Boston

New York

Wellesley
College

U.S.

Boston

New York

に
関
す
る
論
文
を
読
み
、
書
く
こ
と

―
こ
れ
ら
が
、
女
性
で
あ
る
こ
と

を
気
に
せ
ず
に
で
き
る
。

　

日
本
の
共
学
の
大
学
に
進
ん
で
い

た
ら
、
社
会
的
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に

負
け
て
自
分
の
可
能
性
を
埋
も
れ
さ

せ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
の
モ
ッ
ト
ー
は

「（
自
分
の
成
し
遂
げ
た
い
こ
と
に
）

仕
え
ら
れ
る
よ
り
も
仕
え
な
さ
い
」

だ
。
自
分
の
い
る
場
所
は
、
女
性
の

力
を
心
か
ら
信
じ
ら
れ
る
場
所
か
も

し
れ
な
い
。

（
会
報
編
集
部
抄
訳 T

he Japan 
N

ew
s 

２
０
１
７
年
８
月
13
日
）

強
す
ぎ
る
こ
と
へ
の

た
め
ら
い
と
私
は
戦

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
神
経
科
学

と
哲
学
と
。
こ
の

男
子
優
勢
の
学
問
分

野
を
究
め
、
結
合
さ

せ
る
こ
と
が
、
こ
の

女
子
の
リ
ベ
ラ
ル
・

ア
ー
ツ
大
学
で
は
で

き
る
。
羊
の
脳
の
解

剖
、
神
経
興
奮
の
記

録
、
時
間
の
実
在
性

海外留学を目指す高校生に進学支援を行っているNPO法人「留学フェ
ローシップ」のメンバーが、海外のキャンパスライフをリレー連載します。
留学フェローシップの詳細はウェブサイトへ。� http://ryu-fellow.org
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キャンパスで友人に囲まれる林香織さん（中央）＝本人提供

http://the-japan-news.com/news/article/0004224795
http://ryu-fellow.org
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